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兵庫森林管理署

【兵庫県職員との合同現研修会の様子】
（朝来市バイオマス発電所見学）

鳥獣害対策の推進

【高性能林業機械を見学する様子】

 兵庫県の森林は、 北側は日本海沿岸から、南側は瀬戸内海沿岸及び淡路島まで広範囲に分布しており、県土の67%
（562千ha）が森林であり、このうち国有林は24千haあります。
民有林では、スギ、ヒノキを中心とする人工林が222千haで、人工林率が42％と全国平均46％に比べやや低い状況

にあります。また、戦後に造林された人工林は、保育・間伐作業が必要な資源の造成期から、資源の成熟に伴い、利用段
階に移行しつつあり、木材等生産機能と地球温暖化防止機能の発揮の観点からは、これらの成熟した森林資源を伐採し、
利用した上で跡地に再造林を行う「若返り」が求められています。
我が国の林業・木材産業は、近年国産材供給量が回復傾向にあるものの、木材自給率は依然として低い水準にあり、ま

た、長期にわたる林業産出額や林業所得の減少、森林所有者の経営意欲の低迷、国産材の生産・流通構造の改革の遅れ等、
引き続き厳しい状況にあり、兵庫県においても森林の適切な整備が行われない箇所やニホンジカによる森林被害の増加な
ど、森林の有する多面的機能の発揮への影響も懸念されています。
一方、県内の国有林率はわずか4%と低いながらも、揖保川森林計画区の宍粟市内に12千haが所在し、水源涵養機能

等の公益的機能を発揮するとともに地域林業の中核を担っています。また、加古川森林計画区（県南東部地域）、円山川
森林計画区（県北部の日本海側）に所在する国有林は、小面積団地が点在し、特に都市部近郊の国有林は、保健・文化・
教育的な利用の場としての森林の多面的機能の発揮に寄与しています。

 国有林が所在する市町の地域課題や共通課題について、各市町の担当者から幅広な情報収集を行っており、今後、各課
題の解決に向けて連携した取組を展開することとしています。また、宍粟市地域における森林・林業・木材産業の活性化
に向けて平成25年度からの継続した取組、たつの市内の国有林におけるニホンジカ被害対策の取組を展開しました。そ
の他三木市や篠山市でも、同市自ら国有林内にシカ等捕獲用の檻を設置する等、有害鳥獣対策で連携を図りました。

山村振興

【課題】宍粟市地域の林業・木材産業の振興と新たな雇用の創出（継続）

【取組状況】

・宍粟市が市民の健康増進と観光振興を目的とした「森林セラピー基地」に赤西

国有林の一部が認定され、赤西国有林のフィールドを生かして森林セラピーが行

われている。

・ 宍粟市内の国有林において、兵庫県立山崎高校の1、2年生５９名を対象にイン

ターンシップを実施。

【成果と今後の課題】

・ 平成２８年６月２５日から１０月３１日まで本格的な森林セラピー事業を行い

７６０名が参加し、多くの参加者より好評を得ている。

・ 平成26年度は山崎高校から3名の者が森林組合へ就職。今後も国有林を活用し

たインターンシップの継続による森林・林業分野への雇用の創出を予定。

【森林セラピーで森の中で横になり自然を感じている】

【課題】ニホンジカの個体数管理と防除対策
【取組状況】
・ 兵庫県たつの市地域において、鳥獣出没対策用の囲い罠等を鶏籠山及び札楽山
に設置しており、たつの市と連携しながらニホンジカの捕獲を実施している。
・ 本年度、シカ被害対策緊急捕獲等事業を実施し、植栽を行っているマンガ谷国
有林と音水国有林の植物群落保護林内で囲い罠等で捕獲と保護を行っている。
【成果と今後の課題】
・ 鶏籠山、札楽山に仕掛けた罠で４頭捕獲し住宅地等へのニホンジカの出没を防
止。
・ ニホンジカの捕獲事業により複数の罠を仕掛け１４頭を捕獲し、植栽苗、保護
林の保護に役立っている。

【音水国有林シカ防護柵設置の様子】 【マンガ谷国有林囲い罠設置の様子】


